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入っている様子が印象的でした。
　その後の名刺交換会では、多くの現役会員も参加し、華
やかな雰囲気の下、多くの入会候補者の皆様と交流を図る
ことができ、ＪＣが規律ある団体であることやその活動内
容などを肌で感じていただくことができたと思います。　　　
　山路理事長が常日頃説明しているとおり、会員数が減少
している和歌山青年会議所にとって会員拡大活動は極めて
重要です。今後も会員拡大委員会は委員会一丸となって、
一人でも多くの入会候補者の皆様を入会に導いてまいりま
すので、皆様ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

　４月度例会にて、仮入会者説明会及び名刺交換会を開催
いたしました。
　例年よりも多い約５０名の入会候補者の方にお集まりい
ただきました。これだけの人数にお集まりいただけたのは、
会員一人ひとりが会員拡大活動に真剣に取り組み、紹介い
ただいた結果であると思います。
　仮入会者説明会では、和歌山青年会議所の定款や会員資
格規定の説明をし、今後のオリエンテーションの案内を行
いました。理事長をはじめとする会員４人がそれぞれのＪ
Ｃへの想いを熱く語り、入会候補者の皆様が真剣に聞き
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会員拡大委員会　委員長　玉置清正
仮入会者説明会及び名刺交換会Report

２０１９年４月１７日（水）　ホテルグランヴィア和歌山　６Ｆル・グラン

山路理事長のあいさつ 熱い想いを語る水野顧問 名刺交換会の様子

名刺交換会の様子 仮入会者説明会の様子



国際交流委員会　副委員長　山本晴輝
韓国議政府公式訪問Report

２０１９年４月１９日（金）～２１日（日）　韓国

　４月１９日（金）から２１日（日）までの２泊３日で、姉妹
ＪＣである韓国議政府青年会議所へ公式訪問に行ってきま
した。本年、議政府ＪＣは創立５０周年を迎えたこともあ
り、姉妹ＪＣである台湾土城区ＪＣも同時の受入れではあ
りましたが、本当に手厚い歓迎をしていただきました。ま
た、文化体験では普段あまり行くことのできない場所へも
行き、韓国の歴史について学ぶことができました。
　１日目は早朝にもかかわらず多くのメンバーに関西国際
空港まで見送っていただき、無事に仁川国際空港に到着し
ました。空港では議政府メンバーから心のこもったおもて
なしを受けました。昼食では韓国の伝統ある３種類の鍋料
理を頂きました。食後は議政府市役所へ移動し、議政府市
長へ表敬訪問しました。議政府市の取り組みを日本語の動
画で分かりやすく説明していただき、その魅力を知ること
ができました。その後、議政府ＪＣ５０周年記念式典に参
加し、厳粛かつ盛大な式典には感銘を受けました。式典後
の懇親会では議政府メンバー、土城区メンバーが入り交じ
り、和気藹々とした楽しい懇親会となりました。
　２日目は午前中から公式会議を行いました。本年の和歌

山への公式訪問の日程や内容などを協議し、有意義な公式
会議になりました。昼食では日本では珍しい韓国式ハン
バーグ（トッカルビ）を頂きました。その後、歴史文化体験
では、韓国と北朝鮮の南北境界線のＤＭＺ（非武装地帯）を
訪れ、第３トンネル、都羅展望台、統一村などを見学し、
韓国の歴史を学ぶことができ、和歌山メンバーにも興味を
持ってもらえたと思います。夕食会は議政府ＯＢの特友会
主催で行われ、懇親を深めることができました。
　３日目は本来であれば仁寺洞へ観光、買い物に行く予定
でしたが、時間が合わなかったため予定を変更し、議政府
市内のショッピングセンターでの買い物になりました。昼
食では韓国の鶏スープ（タッコムタン）を頂きました。その
後、仁川国際空港に移動し、無事に関西国際空港に帰って
きました。
　３日間を振り返りますと、異文化に実際に触れ、学ぶこ
とができ、議政府メンバーとさらに友好関係を深めること
ができ、非常に有意義な訪問になったと思います。３日間
お忙しい中参加していただいたメンバーの皆様には深く御
礼申し上げます。

仁川空港でのお出迎え

議政府５０周年記念式典 議政府市長へ表敬訪問

公式会議事業を担当した国際交流委員会



６月度例会
２０１９年６月２１日（金）
午後７時から（受付開始午後６時３０分）
和歌山県勤労福祉会館プラザホープ
　６月度例会では、公益社団法人日本青年
会議所の賛助企業である株式会社銀座山形
屋の東氏を講師としてお招きし、ビジネス
におけるファッションとフォーマルファッ
ションの基本と着こなしについての学びの
場として開催させていただきます。
　月に１度、スーツ着用で出席する例会の
場で、ビジネスにおけるファッションを学
んでいただき、今後の活動に役立てていた
だければと思います。奮ってご参加いただ
きますようよろしくお願い申し上げます。

（例会委員会　委員長　田代紘規）

第２回わんぱく相撲和歌山県大会
２０１９年６月２３日（日）午後３時開会
　本年度は第２回わんぱく相撲和歌山県大
会を和歌山県営相撲競技場にて行います。
本年度も地方大会(有田場所、御坊場所、和
歌山場所)の優勝者（４年生、５年生、６年生）
による和歌山県大会を開催し、東京都墨田
区総合体育館で行われる全国大会に参加す
る和歌山県代表を各学年２名決めます。是
非ともメンバーの皆様、和歌山場所代表の
子供たちへの力強い応援に駆けつけてくだ
さい。よろしくお願いします。

（会員開発委員会　委員長　和田篤樹）

第３回オリエンテーション
２０１９年6月１３日（木）
午後７時（受付開始午後６時３０分）
一橋庵別館
第３回オリエンテーションを開催します。
仮入会者に最後の入会説明を行い、入会の
意思を固めていただいた上で、入会申込書
と誓約書に署名していただくという極めて
重要な場となります。
　多くの候補者を参加に導き、同志を獲得
できるように最後まで皆様のご協力をいた
だきますようお願いいたします。

（会員拡大委員会　委員長　玉置清正）

　また、本年度は和歌山青年会議所公式キャラクターであ
る「わとらん」にちなんだチェックポイントもあり、たくさ
んの子供たちにキャラクターを知っていただく機会となり
ました。
結びになりますが、子どもなかよしまつりにご参加いただ
いたメンバーの皆様におかれましては、多大なるご協力を
頂きありがとうございました。

ひととひとを結ぶまちづくり委員会　委員長　瀧本拓起
子どもなかよしまつりReport

２０１９年５月５日（日）　和歌山城西の丸広場

　長期ゴールデンウィークも終わりに差し掛かる５月５日
こどもの日に、和歌山城西の丸広場にて和歌山市主催の「子
どもなかよしまつり・音楽大行進」にてスタンプラリーを
実施しました。
　和歌山青年会議所として、令和に改元後初めてとなる本
事業は天候にも恵まれ、多くの市民にご参加いただくこと
ができ、スタンプラリーを通じて青年会議所メンバーと市
民の皆様の交流が生まれ、笑顔溢れる一日となりました。

６月度告知

住所変更
特別会員　中筋（旧姓松田）多永　先輩
　〒640-8314
　和歌山市神前212-16

特別会員　辻本章統　先輩
現役会員　辻本智子　君
　〒599-0303
　大阪府泉南郡岬町深日1891-1

事務局だより

山路理事長の挨拶

わとらんwithこどもたち メンバー集合

オープニングセレモニー スタンプラリーの様子

2 日

GTS（バリ） バリ
3 月

4 火

5 水

6 木 第11回財政規則審査会議 事務局

8 土 第12回三役会 株式会社ナルセ

9 日 ＪＣカップ 新宮

12 水 理事会 商工会議所特別会議室

13 木 第３回オリエンテーション 一橋庵

15 土 交流ゴルフコンペ 和歌山カントリー倶楽部

17 月

ASPAC 済州
18 火

19 水

20 木

21 金 例会 勤労福祉会館プラザホープ

23 日 わんぱく相撲和歌山県大会 和歌山県営相撲競技場

24 月
第12回財政規則審査会議 事務局

近畿地区正副会長会議 守山

25 火
近畿地区正副会長会議 守山

第６回会員会議所会議 WEB

26 水
第13回三役会 株式会社ナルセ

第６回会員会議所会議 WEB

27 木 第６回会員会議所会議 WEB

28 金 委員長会議 あいあいセンター

30 日 海南JC５０周年記念式典 海南

６月　スケジュール

彗



わとらんが行く！和歌山市が誇る企業の現場
「加太まちづくり株式会社」編

取材協力：加太まちづくり株式会社　取締役常務　稲野雅則　様・執行役員　森田大介　様

１　加太地域の活性化に向けて
　加太地域は深刻な人口減少問題に
直面しています。私たちが小学生の
とき（昭和５０年代）には加太小学校
の児童数は６００名くらいでしたが、
今では６０名くらいにまで減少しま
した。このままでは地域を維持できな
いという危機感を覚え、住民有志が
集まって平成２１年に「加太地域活性
化協議会」という任意団体を設立しま
した。みんなで話し合ったりワーク
ショップを開いたりしているうちに、
具体的な目標として「２０６０年に加
太小学校の児童数を２１０名にする
こと」を掲げることにしました。児童
数が増えるということは親世代が加
太地域で生活しているということになるからです。また、平
成２７年に「加太まちづくり株式会社」を設立し、任意団体だ
けではカバーできないことにも対応できるようにしました。
　活動資金は常に不足しがちでしたが、金融機関から「地域活
性化ファンド」を教えてもらって申請したところ、これが認め
られて出資を受けることができました。行政を介さずに出資
を受けたのは日本で初めてとのことで、日本経済新聞にも取
り上げてもらいました。
　「加太地域活性化協議会」と「加太まちづくり株式会社」は形
式的には異なる団体ですが、どちらも加太地区連合自治会の
会長が代表を務めており、双方の団体の適性を使い分け、車
の両輪となって加太地域の活性化のために活動しています。

２　埋もれていた地域資源の活用
　加太地域は昔から漁港としてのブランド力があり、関西で
は「明石の鯛」よりも「加太の鯛」の方が有名だったほどです。
人の流れも多く、最盛期には友が島への来島者数は年間９万
人ほどありました。しかし、時代の流れとともに一次産業で
ある漁業はどんどん廃れ、働く場もないまちからは人が流出
し、地域は衰退していきました。来島者数は年間２万人を切
るようになり、フェリーを運航していた会社も撤退するなど
危機的な状況に陥りました。
　転機が訪れたのは平成２４年ころです。関西でコスプレイ
ベントを企画している団体が大々的に友が島を訪れたいとの
ことで、当日フェリーが欠航したときのために本土側で着替
え場所の提供などの協力を求められました。何人くらい来る
のかと聞いたら３００人も来ると言うのです。有名なアニメ
の舞台に雰囲気が似ているという口コミがＳＮＳなどで拡散
し、多くのコスプレイヤーが友が島を訪れるようになりまし
た。Ｙａｈｏｏ！トピックスでも取り上げられ（広告として依
頼したら掲載料が２０００万くらい要るそうです。）、一般の
お客さんの来島者数も増加しました。昨年の来島者数は年間
８万人となり全盛期に迫る勢いです。私たちは友が島の砲台
跡などが観光資源になるとは夢にも思っていなかったのです
が、実はそれが人を惹きつける隠れた地域資源であり、上手
く活用されたのです。
　他にも加太地域にとって幸運なことがありました。平成
３０年に東京大学の分室が加太地域に設置されたのです。一
次産業を基盤として美しい自然を備えた日本の原風景と呼ぶ
ような場所は日本中にありましたが、産業構造の転換ととも
に刻々と失われています。そこに、最新技術を活用して省エ
ネルギーを推進し、既存のまちを再編するスマートコミュニ
ティ構想を実現する候補地として加太地域が選ばれたのです。

平成２７年から東京大学生産技術研
究所の川添善行准教授と大学生が加
太地域を訪れ、１年かけて調査して
くれました。他に２つの候補地があっ
たのですが、最終的に加太地域が選
ばれ、研究員が常駐する分室が設置
されるに至りました。川添教授には
海外のように地域全体が自然と一体
化し、統一されたデザインをしても
らうようにお願いしており、東京大
学、和歌山市、加太地区の３者で月
に１回プロジェクト会議を開いてま
ちづくりを進めています。

３  今後の課題
　地域を活性化するにはお祭りやイ

ベントを催すというのも大事ですが、やはりいろんな産業を
作って働き口を増やさないことには人口も増えず、まちの賑
わいを取り戻すことはできません。
　加太地域には多くの歴史ある古民家がありますが、空き家
が多く、これを飲食店やゲストハウスなどの宿泊施設として
再活用すれば、そこで働く人が増えていきます。最近も若い
人が古民家を活用して地場の食材を使ったおしゃれな飲食店
をオープンしました。こうした歴史ある古民家も貴重な地域
資源であり、どんどん活用していきたいと思います。
空き家の所有者は、変わった人を入居させて隣近所に迷惑を
かけてはいけないと考えて第三者に貸したり売ったりするの
をためらう方が多いのですが、活性化協議会が入居希望者を
仲介することでそうした心配を取り除き、空き家の活用に繋
げています。
　今は活性化協議会もまちづくり株式会社も役員は無報酬で
す。空き家の仲介手数料などで収益を上げられるようにして、
従業員を多く雇用し、役員報酬も払えるようにして、それ自
体がひとつの働き口になってくれればと思います。
　ゆくゆくは日本初のまちづくり株式会社として上場するこ
とが私たちの夢です。加太地域には多くの土地があり、美し
い海があり、多くの地域資源があります。上場することは決
して夢物語ではないと思っています。

４  現役会員へのメッセージ
　和歌山青年会議所では、事業の企画・運営に携わることが
多く、本業だけではできない体験をすることができましたし、
いろんな職種の方と知り合うこともできました。青年会議所
活動を通じて得られた知識・経験・人脈は現在のまちづくり
活動に大いに役立っています。
　和歌山市の人口減少率は全国平均よりも高いのですが、加
太地域はその中でも特に高く、高齢者数の割合も高いのです。
今、加太が直面する問題はいずれは和歌山市全体、延いては
日本全体で必ず起こることでしょう。私たちは加太地域で生
活しているので、この現状をいち早く肌で感じることができ、
深刻に受け止めています。地域の衰退が自分自身の生活の危
機であると考えて、自分の生まれ育った加太地域の活性化の
ために活動しています。皆さんも和歌山市の現状を深刻に受
け止めて、危機感を持って活動していただきたいと思います。
　後で知ったことですが、他の２つの候補地ではなく加太地
域が東京大学の分室の設置場所として選ばれたのは、私たち
のような若い世代がまちづくり活動に多く従事していたから
だそうです。ぜひ皆さんも若い力を活用し、明るい豊かな社
会を実現していただけるように期待しています。
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